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10月から整備工事が始まった駅北口広場。
平成25年4月1日に完成予定です。
（平成24年10月31日撮影）

ホームページアドレス　http://www.town.ninomiya.kanagawa.jp/

●今月の紙面
二宮町総合計画基本構想特集…………………②〜③
北口駅前広場の整備工事が始まりました…………④
地域見守り活動にご協力ください！………………⑤

ノロウイルスに注意しましょう！………………⑦
１１月は児童虐待防止推進月間です……………⑧
防火ポスターコンクール……………………⑫など
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町の花
カンナ

町の鳥
ヤマガラ

町
民
参
加
に
よ
る
計
画
づ
く
り

　

新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
に

あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
取
り
入
れ
た
計
画
と
す
る

た
め
、
昨
年
36
名
の
公
募
町
民

と
町
職
員
に
よ
る
、
町
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
７
つ
の
分
野
で

開
催
し
、
町
民
目
線
の
ア
イ
デ

ア
を
盛
り
込
ん
だ
提
案
書
を
作

成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
民
１
，
０
０
０
人

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
町
の
取
組
に
対
す
る

満
足
度
や
、
今
後
力
を
入
れ
て

い
く
べ
き
分
野
な
ど
、
多
く
の

貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

前
期
基
本
計
画
（
案
）

　

前
期
基
本
計
画
は
、
総
合
計

画
基
本
構
想
に
基
づ
い
て
策
定

す
る
３
か
年
の
計
画
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
町
が
戦
略
的

か
つ
重
点
的
に
取
り
組
む
『
重

点
的
方
針
』
や
、
福
祉
、
教
育

な
ど
行
政
分
野
ご
と
の
方
針
と

施
策
の
概
要
を
掲
げ
る
『
分
野

別
方
針
』
を
定
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
調
整
班

総
合
計
画
審
議
会
か
ら
の
答
申

　

昨
年
か
ら
９
回
開
催
し
た
総

合
計
画
審
議
会
で
は
、
町
長
か

ら
の
諮
問
を
受
け
、
「
二
宮
町

総
合
計
画
基
本
構
想
（
案
）
」

に
つ
い
て
、
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
意

見
を
踏
ま
え
た
議
論
を
重
ね
、

10
月
11
日
に
、
審
議
会
会
長
か

ら
町
長
に
答
申
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

『
二
宮
町
総
合
計
画
基

本
構
想
』
は
、
町
の
10
年

後
ビ
ジ
ョ
ン
（
見
通
し
）

を
定
め
た
構
想
で
、
《
町

の
将
来
像
》
を
掲
げ
、
基

本
姿
勢
と
し
て
の
《
３
つ

の
理
念
》
、
戦
略
的
な
取

組
の
《
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
》
、
土
地
利
用
の
目

標
と
な
る
町
の
土
地
利
用

構
想
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

あ
す
の
二
宮
町
を
創
る

　
二
宮
町
総
合
計
画
基
本
構
想（
案
）が

ま
と
ま
り
ま
し
た
　

審議会のようす

　
総
合
計
画
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

町
の
将
来
像
を
描
き
、
実
現
す
る
た
め
の
基
本
的

な
方
向
を
定
め
て
い
る
計
画
で
す
。

　
今
回
は
、
来
年
度(
平
成
25
年
４
月)

か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
新
し
い
総
合
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

《町の将来像》
　町民一人ひとりが健康に生活を営む
ことができるように、町民の暮らしと
文化をはぐくむ自然が豊かな町を築く
ことを将来像として掲げます。
《３つの理念》
　町民一人ひとりによる「まちづくり
の力」、地域コミュニティーによる
「地域の力」、行政による「自治体経
営の力」の３つの「力」を理念として
定め、それぞれの向上に取り組むこと
により、町の未来づくりを目指します。
《まちづくりの方向性》
　将来像実現のための戦略的に取り組
む方向性を定め、各分野の横断的な連
携により、まちづくりに取り組みます。

総合計画基本構想（案）の概要（平成25年度〜平成34年度）

総合計画前期基本計画（案）重点的方針の概要（平成25年度〜平成27年度）

誰もが町に誇りと愛着が持て
るように、存在感のある町を目
指し、スリムな自治体経営によ
り、足腰の強いまちづくりに取 
り組みます。 

町民同士の支え合いと町民と行
政との協力・連携により、安全・
安心で誰もが暮らしやすい地域づ 
 くりに取り組みます。 

まちづくりを担う人材を育成
し、町民の協力と支え合いによ
り町民一人ひとりの「まちづく
り力」の向上に努めます。

人と暮らし、文化を育む自然が豊かな町 
《町の将来像》

《３つの理念》

《まちづくりの方向性》
(１)生活の質の向上と定住人口の確保
(２)環境と風景が息づくまちづくり
(３)交通環境と防災対策の向上
(４)戦略的行政運営

あ
す
の
二
宮
町
を
創
る

総合計画の体系

基
本
構
想

（
平
成
25
〜
34
年
度
）

　

町
の
将
来
像
を
実
現
す

る
た
め
の
基
本
的
な
方
針

前
期
基
本
計
画

（
平
成
25
〜
27
年
度
）

　

基
本
構
想
に
基
づ
く
具

体
的
な
施
策
展
開
の
指
針

前
期
実
施
計
画

（
平
成
25
〜
27
年
度
）

　

基
本
計
画
を
推
進
す
る

た
め
の
具
体
的
な
事
業
実

施
の
指
針

　基本構想(案)と前期基本計画(案)は
町ホームページなどで閲覧できます。
　紙面ではお知らせしきれなかった、
各分野別の方針や、施策の概要なども
閲覧することができます。ご質問など
には随時対応します。
閲覧場所　◆町ホームページ
　　　　　◆役場２階閲覧コーナー
　　　　　◆図書館行政資料コーナー
　　　　　◆ＩＴふれあい館
　　　　　◆町民サービスプラザ

　皆さんに総合計画の理解を深めていただくため、
計画策定までの経過や計画の目指すところを、基調
講演（横浜商科大学羽田耕治教授）やパネルディス
カッションにより報告します。
と　　き　11月23日(金・祝)９：30〜11：30
と こ ろ　町民センター大ホール
申　　込　電話、FAX、メールにより事前に申し込み
　　　　　(住所、氏名、電話番号)
　　　　　(内線357)、FAX73-0134
　　　　　kikaku@town.ninomiya.kanagawa.jp
申込期限　11月22日(木)

　町民報告会を

開催します　

基本構想(案)
前期基本計画(案) 公開中
基本構想(案)
前期基本計画(案) 公開中

 (１)生活の質の向上と定住人口の確保
　環境を生かした「生活の質」の向上と「定住
人口」の確保を図ります

●高齢者等の安心な暮らし支援
●子育て・子育ち支援と教育・学習環境の充実
●協力と支え合いによる福祉のまちづくり
●子育て世代の定住促進

 (３)交通環境と防災対策の向上
　誰もが安全で安心して快適に暮らすことがで
きるように交通環境、防災対策の向上を図ります

●「二宮の顔」づくり＝駅北口の整備
●�コンパクトな町に相応しい「みんなの交通環
境」整備
●「安全・減災都市二宮」づくり

 (２)環境と風景が息づくまちづくり
　身近な自然環境、歴史、文化と田舎の風景が
息づくまちづくりを進め、町の活性化を図ります

●二宮の自然、文化、住環境の魅力づくり
●「二宮ブランド」の開発と活性化
●�「みんながスポーツ」による健康づくりと賑
わいの創出

●多様な観光メニューの開発による観光の振興
●交流拠点の創出

 (４)戦略的行政運営
　コンパクトな自治体にふさわしいスリムな行
財政運営を進めます

●スリムで効果的な行財政運営の確立
●総合計画に基づいた政策マネジメントの推進
●広域行政による自治の推進
●「二宮ＰＲ」大作戦の展開
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二宮
駅北
口

バス
のり
ば１

植樹
帯

障害
者用

乗降
場

一般
車用

転回
場

バスのりば
２

バスのりば３　　　　　　　　バス
降車 タク

シー

降車

ＷＣ

バス
待機

タク
シー
プー
ル

タク
シー

乗車

二宮
駅北
口 ＷＣバス

のり
ば１

植樹
帯

障害
者用

乗降
場

一般
車用

転回
場

バスのりば
２

バスのりば３　　　　　　　　バス
降車 タク

シー

降車

バス
待機

タク
シー
プー
ル

タク
シー

乗車

整
備
内
容

●
町
道
27
号
線
の
交
互
通
行
●

　

平
成
25
年
４
月
１
日
よ
り
、

町
道
27
号
線
（
二
宮
小
学
校
南

側
道
路
）
が
交
互
通
行
可
能
に

な
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
現
在
の
時
間

帯
進
入
禁
止
（
平
日
７
時
〜
９

時
、
12
時
〜
16
時
）
が
解
除
さ

れ
、
い
つ
で
も
進
入
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

●
緑
地
帯
撤
去
●

　

安
全
確
保
と
混
雑
緩
和
の
た

め
、
駅
前
広
場
の
中
央
に
あ
る

緑
地
帯
を
撤
去
し
、
バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
の
通
行
を
区
分
け
し
ま

す
。

　

ま
た
、
一
般
車
は
駅
前
広
場

へ
進
入
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

※�
工
事
施
工
中
も
、
一
般
車
の

駅
前
広
場
へ
の
進
入
を
規
制

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
歩
道
の
拡
幅
●

　

二
宮
小
学
校
児
童
の
通
学
路

で
も
あ
る
歩
道
を
拡
幅
し
、
歩

行
者
の
安
全
性
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

工
事
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

工
事
個
所
周
辺
に
は
、
工
事

案
内
板
を
掲
出
し
ま
す
。
案
内

板
お
よ
び
交
通
整
理
員
の
指
示

に
従
っ
て
通
行
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
工
事
施
工
中
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
の
り
ば
が
移
動
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

工
事
が
完
了
す
る
ま
で
の
期

間
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

都
市
整
備
課
計
画
指
導
班

　
町
の
顔
で
あ
る
『
北
口
駅
前
広
場
』
を
、
歩
行
者
の

安
全
確
保
と
混
雑
緩
和
を
主
眼
に
置
い
て
暫
定
的
に
整

備
し
ま
す
。

工　　期　�平成25年３月31日まで
工事時間　�９：00〜17：00
　　　　　※�内容により夜間（21：00〜６：00）

に工事することがあります。
そ の 他　日曜日は原則休工

駅前広場完成予定図
（平成25年４月１日）

町道27号線交互通行開始
時間帯進入禁止が解除され、
いつでも進入できるようにな
ります。

一般車進入規制
一般車は、駅前広
場へ進入できなく
なります。

駅前広場
緑地帯を撤去し、バス
やタクシーだけが進入
できるようになります。

転回場
西から来た一般車は、ここでＵター
ンできるようになります。
※駐停車はできません。

北
口
駅
前
広
場
の
整
備
工
事
が
10
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

北
口
駅
前
広
場
の
整
備
工
事

信号機・横断歩道設置
歩行者の安全確保を図ります。

北
口
駅
前
広
場
の
整
備
工
事

コミュニティバスに乗って
生活の足を守ろう！
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近
年
、
単
身
の
高
齢
者
・
障

が
い
の
あ
る
方
な
ど
が
、
近
隣

に
気
付
か
れ
ず
に
亡
く
な
る
と

い
う
出
来
事
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
個
人
宅
を
訪
問
す

る
業
務
を
行
う
事
業
者
と
協
定

を
結
び
、
孤
立
死
・
孤
独
死
を

未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

地
域
見
守
り
活
動
実
施
団
体

　

次
の
団
体
が
、
個
人
宅
を
検

針
や
配
達
な
ど
で
訪
問
し
た
と

き
、
日
常
生
活
の
異
変
や
住
人

の
生
命
の
危
険
を
感
じ
た
ら
、

町
や
警
察
な
ど
に
通
報
し
ま
す
。

▼
神
奈
川
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

▼
神
奈
川
県
新
聞
販
売
組
合

▼
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
か
な
が
わ

▼
県
水
道
営
業
所

※�

個
人
宅
内
を
十
分
に
確
認
で

き
な
い
中
で
の
通
報
と
な
る

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も

《
地
域
見
守
り
活
動
》

に
ご
協
力
を
！

　

孤
立
死
・
孤
独
死
を
防
ぐ
に

は
、
周
囲
の
方
が
い
ち
早
く
異

変
に
気
付
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
異
変
に
気
付
い

た
ら
、
ま
ず
は
近
隣
で
声
掛
け

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
外
で
見
か
け
な
く
な
っ
た

●�

新
聞
や
郵
便
物
が
た
ま
っ
て

い
る

●�

夜
、
電
気
が
つ
か
な
い
日
が

続
い
て
い
る

●�

何
日
も
同
じ
洗
濯
物
が
干
さ

れ
て
い
る

な
ど

問
い
合
わ
せ

　

県
地
域
保
健
福
祉
課

　
（
☎
０
４
５
‐
２
１
０
‐
４
７
５
０
）

　

福
祉
課
社
会
福
祉
班

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
と
は

　

育
児
の
お
手
伝
い
を
し
て
ほ

し
い
方
《
お
ね
が
い
会
員
》
が
、

お
手
伝
い
で
き
る
方
《
ま
か
せ

て
会
員
》
に
子
ど
も
を
預
け
、

育
児
を
協
力
し
て
も
ら
う
制
度

で
す
。

利
用
方
法

　

《
お
ね
が
い
会
員
》
が
、
希

望
日
時
を
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込

む
と
、
常
駐
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
《
ま
か
せ
て
会
員
》
と
調
整

し
、
会
員
双
方
の
事
前
打
ち
合

わ
せ
後
、
援
助
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

会
員
登
録
方
法

《
ま
か
せ
て
会
員
》

対
象　

�

町
内
在
住
20
歳
以
上
の

心
身
と
も
に
健
康
で
育

児
に
熱
意
が
あ
り
、
積

極
的
に
援
助
活
動
が
で

き
る
方

登
録　

�

養
成
講
座
を
受
講
し
て

か
ら
申
し
込
み

※�

次
回
養
成
講
座
は
12
月
に
開

催
し
ま
す
。
（
下
記
参
照
）

《
お
ね
が
い
会
員
》

対
象　

�

町
内
在
住
・
在
勤
で
、

対
象
児
童
と
同
居
し
て

い
る
保
護
者
の
方

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

�

二
宮
町
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ

ン
タ
ー（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

（
☎
75
‐
９
７
３
０
）

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
班

〜
ま
か
せ
て
会
員
養
成
講
座
〜

と
　
き　

�

12
月
４
日（
火
）、�

７
日（
金
）、10
日（
月
）、

13
日（
木
）�

　

10
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

町
社
会
福
祉
協
議
会

申
込
期
限　

11
月
30
日
（
金
）

そ
の
他　

�

４
日
間
受
講
で
き
な
い

方
、託
児
が
必
要
な
方

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

地
域
見
守
り
活
動

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
中
！

ファミリー・サポート・センター
概　要

対　象　生後３か月〜小学６年生
内　容　・保育園などへの送迎
　　　　・�保育園や学童保育などの始

まる前や終了後の預かり
　　　　・�冠婚葬祭時などの一時預か

り
　　　　　※�原則まかせて会員の自宅

で預かります。
　　　　　※�宿泊や病中・病後の保育

はできません。
料　金　平日7：00〜20：00　700円
　　　　平日の上記時間外　　900円
　　　　土日祝日、年末年始　900円
　　　　　※子ども１人１時間

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
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〜
二
宮
町
文
化
団
体
連
盟
活
動
紹
介
〜

趣
味
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か

（
華
道
連
盟
）

活
動
日

　

毎
週
火
曜
〜
日
曜
日

活
動
場
所

　

ラ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ビ
ー（
展
示
花
）

会
費

　

無
料
（
奉
仕
活
動
）

　

四
季
折
々
の
草
花
に
思
い
を

込
め
、
生
け
花
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
ラ
デ
ィ
ア
ン
が
オ
ー
プ

ン
し
て
か
ら
今
日
ま
で
続
い
て

お
り
、
来
館
の
方
々
に
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

（
二
宮
合
唱
連
盟
）　

活
動
日

　

毎
週
金
曜
日
10
時
〜
12
時

活
動
場
所

　

心
泉
学
園

会
費

　

４
，
０
０
０
円
／
月

　

春
の
湘
南
合
唱
祭
、
秋
の
二

宮
合
唱
祭
へ
の
参
加
を
励
み
に

練
習
し
て
い
ま
す
。
心
泉
フ
ェ

ス
タ
に
も
出
場
し
ま
し
た
。

　

団
員
募
集
中
。

活
動
日

　

月
曜
日
10
時
30
分
〜
12
時

　

土
曜
日
10
時
〜
11
時
30
分

活
動
場
所

　

町
民
セ
ン
タ
ー

会
費

　

１
，
０
０
０
円
／
月

　

心
と
か
ら
だ
の
調
和
と
強
化

を
し
て
、
自
然
治
癒
力
を
高
め
、

健
康
的
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ

う
。

　
小
原
流
い
け
ば
な（
二
宮
地
区
）

　
虹
の
コ
ー
ラ
ス

　
ヨ
ー
ガ
０
の
会

問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班

　

（
☎
72
‐
６
９
１
２
）

町
民
セ
ン
タ
ー（
☎
71
︲
０
１
４
１
）

開
館
時
間　

９
時
〜
22
時

予
約
時
間　

９
時
〜
17
時

休
館
日　
12
月
28
日
〜
１
月
４
日

施
設
内
容　

�

大
小
会
議
室
、和
室
、

調
理
室
、
大
ホ
ー
ル

な
ど

利
用
目
的　

�

講
義
、
会
議
、
発
表

会
、
教
室
な
ど

　

多
人
数
や
少
人
数
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
や
会
議
な
ど
幅
広
く
利

用
で
き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

利
用
方
法

　

各
施
設
に
電
話
で
空
き
状
況

を
確
認
後
、
直
接
各
施
設
で
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

駅
前
町
民
会
館（
☎
73
︲
１
２
０
８
）

　
　
　
　
　
　
　

※
観
光
協
会

開
館
時
間　

９
時
〜
22
時

予
約
時
間　

９
時
〜
17
時

休
館
日　
12
月
28
日
〜
１
月
４
日

施
設
内
容　

�

ホ
ー
ル（
運
動
可
能
）、

和
室

利
用
目
的　

�

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、会
議
、

発
表
会
な
ど

※�

作
業
な
ど
に
よ
り
臨
時
休
業

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

利
用
に
は
部
屋
ご
と
の
利
用

料
が
か
か
り
ま
す
。

※�

来
館
の
際
は
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

公
共
施
設
課
財
産
管
理
班

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
会
議
な
ど
に

町
民
セ
ン
タ
ー
・
駅
前
町
民
会
館

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！
　

温水プールで体力づくり！
お得な年間パスポートもご利用ください
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も
っ
と
体
を
動
か
そ
う
！

連載
知
っ
得
！
メ
タ
防
通
信

も
っ
と
体
を
動
か
そ
う
！

　
交
通
手
段
が
発
達
し
、
電
化

製
品
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
で
、
体
を
動
か
さ
な
く
て
も

済
む
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
ま
“
便
利
で
快
適
”

な
生
活
習
慣
を
続
け
て
い
る
と
、

体
の
機
能
が
衰
え
る
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
か
か

り
や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
健
康
を
維
持
す
る
た
め
、
意

識
的
に
体
を
動
か
す
よ
う
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

無
理
せ
ず
動
か
そ
う

　

い
き
な
り
激
し
い
運
動
を
し

て
も
、
習
慣
化
す
る
の
は
難
し

く
、
体
に
も
負
担
が
か
か
り
ま

す
。

　

ま
ず
は
、
無
理
を
せ
ず
生
活

の
中
で
こ
ま
め
に
体
を
動
か
す

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
運
動
が
オ
ス
ス
メ
！

○
階
段
を
意
識
的
に
使
う

　

上
り
な
ら
速
歩
き
の
倍
の
効

果
が
あ
り
ま
す
！

○
買
物
は
徒
歩
で

　

荷
物
を
持
つ
と
運
動
強
度
が

さ
ら
に
上
が
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

と
同
程
度
の
効
果
が
！

運
動
教
室
に
参
加
し
よ
う

　

町
で
は
、
健
康
運
動
指
導
士

や
管
理
栄
養
士
な
ど
専
門
ス
タ

ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
運
動
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
お

役
立
て
く
だ
さ
い
。

間
近
の
運
動
教
室

●
し
っ
か
り
コ
ー
ス【
全
５
日
】

と
き　
平
成
25
年
１
月
10
日（
木
）〜

●
お
手
軽
コ
ー
ス
【
全
３
日
】

と
き　
平
成
25
年
１
月
17
日（
木
）〜

問
い
合
わ
せ

　

保
険
予
防
課
健
康
づ
く
り
班

　

（
☎
71
‐
７
１
０
０
）
・

　

保
険
年
金
班

ど
う
や
っ
て
感
染
す
る
の
？

　

口
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
入
る
こ

と
に
よ
る
感
染
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。

　

特
に
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で

感
染
し
て
し
ま
う
場
合
が
多
い

の
で
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●�

感
染
者
の
嘔
吐
物
や
ふ
ん
便

な
ど
か
ら
人
の
手
を
介
し
た

感
染

●�

く
し
ゃ
み
な
ど
に
よ
る
飛
沫

感
染

●�

感
染
し
て
い
る
食
品
取
扱
者

(

調
理
者
な
ど)

を
介
し
た
食

品
や
、
感
染
し
た
二
枚
貝(

カ
キ
な
ど)

を
食
べ
た
こ
と

に
よ
る
感
染

●�

井
戸
水
や
簡
易
水
道
水
を
消

毒
不
十
分
で
摂
取
し
た
こ
と

に
よ
る
感
染

ど
う
予
防
す
れ
ば
い
い
の
？

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
は
、
エ
タ

ノ
ー
ル
消
毒
の
効
果
が
あ
り
ま

せ
ん
。
次
の
よ
う
な
消
毒
・
殺

菌
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆�

塩
素
系
の
漂
白
剤
で
消
毒
す
る
。

◆�

食
品
や
調
理
器
具
な
ど
は
、

な
る
べ
く
85
度
以
上
で
１
分

間
以
上
加
熱
殺
菌
す
る
。

手
洗
い
は
必
須
！

　

調
理
前
・
食
事
前
・
ト
イ
レ

後
に
必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

手
洗
い
の
際
は
、
石
け
ん
を

使
用
し
、
流
水
で
よ
く
す
す
ぐ

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
爪
を
常
に
短
く
保
ち

ま
し
ょ
う
。

調
子
が
悪
い
と
思
っ
た
ら

　

周
囲
の
方
に
う
つ
さ
な
い
よ

う
、
早
め
に
病
院
で
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

保
険
予
防
課
健
康
づ
く
り
班

　

（
☎
71
‐
７
１
０
０
）

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
か
か
る
と
、
血
便
・
下
痢
お
よ
び
嘔お

う

吐と

を
主
症
状
と
し
、
腹

痛
・
発
熱
・
倦け
ん

怠た
い

感
を
伴
う
急
性
胃
腸
炎
を
発
症
し
ま
す
。

　
ま
た
、
感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
完
治
し
て
か
ら
１
か
月
も
の
間
ウ
イ
ル
ス
が
排

出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
二
次
感
染
に
も
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
�

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

冬
の
食
中
毒

冬
の
食
中
毒
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　
幼
い
命
が
家
族
や
同
居
人
な
ど
に
よ
り
奪
わ
れ
る
悲
し
い
事
例
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
未
来
あ
る
小
さ
な
命
を
守
る
た
め
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
の
現
状

　

平
成
23
年
度
中
に
町
お
よ
び

児
童
相
談
所
が
対
応
し
た
児
童

虐
待
数
は
、
25
世
帯
59
人
で
し

た
。

　

種
別
ご
と
の
割
合
は
ネ
グ
レ

ク
ト
（
育
児
放
棄
）
が
46
％
、

身
体
的
虐
待
が
35
％
、
心
理
的

虐
待
が
19
％
で
、
年
代
別
に
は

小
学
生
が
42
％
、
未
就
学
児
が

32
％
、
中
学
生
以
上
が
26
％
で

し
た
。

地
域
の
方
へ

　

虐
待
の
原
因
が
一
つ
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
虐
待
を
し

よ
う
と
思
っ
て
子
ど
も
を
産
む

人
は
い
ま
せ
ん
。

　

複
雑
な
要
因
が
絡
み
合
い
、

保
護
者
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
虐
待
と
呼
ば
れ
る
行
動
を

と
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

私
た
ち
は
そ
の
小
さ
な
命
を

守
る
た
め
、
虐
待
を
早
期
に
発

見
し
、
世
帯
の
支
援
・
指
導
し

て
い
く
こ
と
で
虐
待
行
為
の
解

消
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
身
近
で
気
に
な
る
お

子
さ
ん
が
い
る
場
合
は
、
た
め

ら
わ
ず
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
方
へ

　

育
児
に
関
係
す
る
悩
み
事
が

あ
る
場
合
は
、
思
い
つ
め
ず
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

虐
待
を
疑
う
通
告
が
あ
っ
た

場
合
、
町
や
児
童
相
談
所
職
員

が
訪
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

「
虐
待
だ
か
ら
」
訪
問
す
る

の
で
は
な
く
、
何
が
あ
っ
た
の

か
を
確
認
さ
せ
て
も
ら
い
、
困

り
ご
と
が
あ
る
と
き
は
、
支
援

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
班

 育児相談
●子育てサロン栄通り(☎71-1120)、百合が丘(☎70-3164)
●保健センター(☎71-7100)

 虐待通告・相談
平日８:30〜17:15	 ●町専用電話(☎73-3366)
	 ●県中央児童相談所(☎0466-84-1600)
毎日８:30〜17:15	 ●心泉学園児童相談専用電話
	 　(☎090-9149-5005)
毎日20:00〜９:00	 ●かながわ子ども虐待ナイトライン
	 　(☎0466-83-5500)

み
ん
な
で
防
ご
う
障
害
者
虐
待

障
害
者
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

　
自
分
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、

人
生
に
尊
厳
を
も
っ
て
過
ご
す

こ
と
は
、
誰
も
が
当
た
り
前
に

持
っ
て
い
る
権
利
で
す
。

　
し
か
し
、
障
害
に
よ
っ
て
、

そ
の
当
た
り
前
の
権
利
が
脅
か

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
障
害
者
の
権
利
を
守
り
、
安

定
し
た
生
活
や
社
会
参
加
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

10
月
１
日
か
ら
『
障
害
者
虐
待

防
止
法
』
が
施
行
さ
れ
、
虐
待

に
気
付
い
た
人
の
通
報
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

虐
待
は
日
常
に
潜
ん
で
い
ま
す

　

虐
待
は
、
密
室
で
起
こ
り
が

ち
で
あ
る
た
め
、
見
え
に
く
い

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
実
は
、
虐

待
さ
れ
て
い
る
本
人
の
周
囲
に

い
る
人
々
は
、
『
う
す
う
す
気

付
い
て
い
た
』
、
『
気
に
な
っ

て
い
た
』
と
い
う
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

虐
待
行
為
の
種
類

①
身
体
的
虐
待

　

暴
力
や
体
罰
に
よ
っ
て
体
に

傷
や
あ
ざ
、
痛
み
を
与
え
る
こ
と

②
性
的
虐
待

　

性
的
な
行
為
や
そ
の
強
要

③
心
理
的
虐
待

　

言
葉
や
態
度
で
精
神
的
苦
痛

を
与
え
る
こ
と

④
放
棄
・
放
任

　

食
事
・
排
泄
な
ど
の
世
話
を

し
な
い
こ
と

⑤
経
済
的
虐
待

　

本
人
の
同
意
な
く
、
財
産
や

年
金
を
使
っ
た
り
、
理
由
な
く

金
銭
の
使
用
を
制
限
す
る
こ
と

　

通
報
や
届
出
は
匿
名
で
も
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
通
報
者
が
特
定
さ
れ

る
情
報
は
慎
重
に
取
り
扱
わ
れ
、

外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

虐
待
と
判
断
で
き
な
い
場
合

で
も
、
ま
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
高
齢
障
が
い
課
障
が
い
者
支
援
班

気
づ
く
の
は

あ
な
た
と
地
域
の

心
の
目

｢おかえり｣｢ただいま｣などのあいさつは
地域づくりや防犯のためにも大切です。
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11
月
は
子
ど
も
・
若
者
支
援
強
調
月
間
で
す

新
教
育
委
員
に
蓮
實
茂
夫
氏

　

近
年
、
情
報
化
の
進
展
な
ど

で
、
子
ど
も
・
若
者
を
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
子
ど
も
が
被
害

者
と
な
る
事
件
も
多
く
発
生
し

て
い
る
ほ
か
、
違
法
・
有
害
な

情
報
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
内
閣
府
で
は
11
月

を
『
子
ど
も
・
若
者
支
援
強
調

月
間
』
と
定
め
、
次
の
よ
う
な

支
援
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

●
社
会
的
自
立
支
援

　

社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、

主
体
的
に
活
躍
で
き
る
よ
う
、

教
育
や
福
祉
、
就
労
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
図
り
ま
す
。

●�

犯
罪
や
有
害
環
境
な
ど
か
ら

守
る
た
め
の
取
組

　

近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
脱

法
ハ
ー
ブ
や
覚
せ
い
剤
・
大
麻
な

ど
、有
害
で
危
険
な
も
の
に
つ
い

て
正
し
い
知
識
を
普
及
し
ま
す
。

●
児
童
虐
待
の
予
防
と
対
応

　

地
域
ぐ
る
み
で
実
効
性
の
あ

る
防
止
へ
の
取
組
を
図
り
ま
す
。

●
町
で
の
独
自
啓
発

　

11
月
11
日
「
湘
南
に
の
み
や

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
で
、
啓
発

物
品
を
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班

　

９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満

了
と
な
っ
た
武
井
健
一
氏
の
後

任
と
し
て
、
蓮は
す

實み

茂
夫
氏
が
教

育
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
長
に
は
飯
塚
富

美
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
議
は
毎
月
開
催

さ
れ
、
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

職　名 氏名(敬称略)

委員長 飯塚　富美

委員長職務代理者 小林　德博

委　員 井出　真理子

委　員 蓮實　茂夫

教育長 内海　博治

問　教育総務課教育総務班

善意の寄付に感謝
立正佼成会　湘南教会　様
二見　秀　様
千葉　きよみ　様

ありがとうございました。

町の人口（平成24年10月１日現在）
総　数　29,305人　（－46）
　男　　14,224人　（－25）
　女　　15,081人　（－21）
世帯数　11,486世帯（－10）

（　）内は前月比
※平成22年国勢調査確報値を基礎にしています。

平成18年度
同期比較 −24.5%
売却価格…町の収入
今月 前月との比較

0 円 0 円
1,145,850 円 84,960 円
11,360 円 3,900 円
142,192 円 22,819 円
10,768 円 -802 円

1,310,170 円 110,877 円

資源ごみの売却単価と処理費用　〜目指せ！可燃ごみ50％削減〜
9月分 前月との比較

量 処理費用 量 処理費用
毎日出るごみ
（可燃ごみ） 408,920 ㎏ 14,732,232 円 -53,590 ㎏ -1,565,267 円

資
源
ご
み

剪定枝等 44,185 ㎏ 706,960 円 4,390 ㎏ 70,240 円
古紙・布類 140,680 ㎏ 0 円 7,300 ㎏ 0 円
空きビン 18,830 ㎏ 22,920 円 1,920 ㎏ 1,020 円
金属類 23,600 ㎏ 743,400 円 970 ㎏ 30,555 円

樹脂類①②③ 56,735 ㎏ 2,817,622 円 -4,250 ㎏ -212,415 円
合　計 284,030 ㎏ 4,290,902 円 10,330 ㎏ -110,600 円

      大磯警察署だより

《　子どもを犯罪被害から守ろう　》
　登下校途中や塾帰りの児童が被害にあう事案が多発
しています。地域の皆さんで一丸となって子どもを守
るための見守り活動など、取組の推進をお願いします。

《登下校時のポイント》
○�単独行動を避け、複
数で行動しましょう。
○�明るく人通りの多い
道を選びましょう。
○�やむを得ず一人で行
動する場合は、防犯
ブザーを携帯しまし
ょう。

問 大磯警察署（☎72－0110）

みん
なで

　　つ
くろ
う

　　　　
安心
の街

みん
なで

　　つ
くろ
う

　　　　
安心
の街

９月 今年累計
空き巣など 0 15
出店荒しなど 0 5
ひったくり 0 0
車上ねらい 0 7
自転車盗など 6 46
その他 5 51
合　計 11 124
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　100歳になられた方を町長が訪問し、
内閣総理大臣からの祝状に記念品を添
えてお祝いしました。
　また、野谷トヨさん(釜野)にもお渡し
をしました。

安
あ

居
ぐ

院
い

亮さん(下町)

石塚ユキさん(川匂)

本山フデさん(下町)松田タキさん(左)と脇正枝さん(右)(メゾン二宮)

高橋睦子さん(茶屋)

　77歳以上の長寿の方がラディアンに集まり、敬老のつどい
が開催されました。参加者も一緒に歌をうたったり体操を踊
ったりして、会場全体が元気になりました。

ご長寿訪
問

９月27日(木)

ロスプリモス

敬老のつ
どい

９月29日(土)
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　今回で69回目を迎えた『二宮町体育祭』。
あいにくの天気のため、午前中で中止となっ
てしまいました。
　しかし、悪天候の中でも皆さん生き生きと
競技を楽しんでいました。

小・中学生地区別リレー
女子の部 タイム 男子の部 タイム

優勝 中里 1′14″1 上町 1′38″0
準優勝 釜野 1′14″9 中里 1′39″1
３位 下町 1′16″5 梅沢 1′40″1
※雨天のため予選タイムで順位を決定しました。

　『茶屋町内会防犯パトロール隊』は、日々の子
どもの見守り活動や駐在所と連携した防犯パト
ロール、防犯指導員の『小澤秀夫さん』と『杉崎實
さん』は、警察署と共同の振り込め詐欺防止活動
など、積極的な活動が評価され表彰されました。
　安全安心なまちづくりには欠かせない心強い存在です。

　６月に開催された県大会で最優秀賞を受賞
し、12月２日(日)に横浜国際プールで開催され
る全国大会の出場が決まりました。
　２人は全国大会に向けて『県の代表として精
一杯頑張ります』と意気込みを語ってくれました。

少林寺拳法神奈川
県大会 茶屋町内会

防犯パトロ
ール隊

・防犯指導
員

中学生有段の部 最優秀賞 (公社)県防犯協会連合会会長・
県警察本部長連名表彰感謝状

体 育 祭

10月７日(日)

岸樹
たつみ

実さん(左)(初段・二宮中１年)と松永龍之助さん(右)(二段・二宮中３年)

茶屋町内会防犯パトロール隊

新競技『高めよう防災力！担架リレー』
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ご意見などは、企画財政課広報統計班までお寄せください。

と　　き　11月30日(金)13：00〜16：30　※小雨決行
集　　合　ラディアン裏駐車場　12：15　※雨天時は15：00
内　　容　①�中井町湿生公園からラディアンまでごみ拾いしながら

楽しくウォーキング
　　　　　②ラディアンで講演会『葛川の清流を取り戻すために』
定　　員　15名(先着順)　　　　参 加 費　無料
申込期間　11月15日(木)〜22日(木)

申込・問　企画財政課企画調整班

　約4,000点の作品から、ふたみ記念館の企画委員・ボラン
ティアによって厳選された作品をカレンダーとポストカード
にしました。カレンダーには左の『イタリーの寺院』も収録
されています。

　小学４〜６年生が描いた738作品
の中から町長賞が選ばれました。
　また、入賞作品を下記の日程で展
示しますのでぜひご覧ください。

二見利節画伯の作品紹介

問　二宮町ふたみ記念館（☎70－3210）

「イタリーの寺院」（1969年制作）
縦72.0cm×横90.0cm
技法：油彩、材質：板

　重厚感のある絵肌、観る者にせま
ってくるような迫力、けれども色の
柔らかさで落ち着きを見せている。

参加者
　　募集
参加者
　　募集

葛川クリーンウォークと講演会葛川クリーンウォークと講演会

消すまでは　出ない　行かない　離れない防火ポスター
コンクール

展示期間 展示場所
11月５日(月)〜11日(日) 西友二宮店１階東側入口付近

11月12日(月)〜19日(月) マックスバリュ二宮店
１階展示ブース

11月20日(火)〜25日(日) ラディアン展示ギャラリー２

一色小学校　４年生
髙﨑真帆さん

二宮小学校
５年生

長廣哲
てっ

真
しん

さん

二宮小学校
６年生

天野壮太さん

問　消防課予防班（☎72-0015）

カレンダー•ポストカード 好評
販売中カレンダー ポストカード

販売場所 ふたみ記念館、ラディアン窓口、観光協会

販売価格 カレンダー：1,000円(税込)※ふたみ記念館招待券２枚付
ポストカード：各100円(税込)※３種類

カレンダー ポストカード




